コ□ナ石油フアンヒーター （強制通気お閲故式ち油ストーブ) 

取扱説明書 



MFH-E344BY 



このたびは、コ□ナ石ミ由フアンヒーターをお買 
いあげいただき、まことにありがとラございま 
した。 

正し<お使いいただくために、この取扱説明書 
をよくお読みください。 

なお、お読みになった儀ちお使し M こなるちがし、 
つでち見られる所に「保証書 j と共に大切に保 
管しでください。 
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国特にま意していただまたいこと想をのために必ずお守りくださし、) 


この取扱説明書および製記への表示では、製品ををミに正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産へ 
の損害をホ然に防止するために、いろいろな絵表おをしています。その表示と意味はなのよラになっています。内容 
をよく理醉しでから本文をお読みください。 

八一この表示を無視しで、誤った敢り扱い 

/|\ jSr Rk をすると、人が死亡、重傷を負ラ危お 么おちは わぎ h を巧おをことを* じ •るちめでず 
/ ； \ iCsr IW または火巧の危険び是し追っで生じる 沼めホに臭 巧ぶ! なまな 巧容（を 闻の巧 含は一 般的 なを 
. z = _ ことび想定されるの客ををしでし、ます 。 がが心れでいまず。 


A 危険 
A 警告 
A ま意 


この表示を巧視しで、誤った取り扱い 
をすると、人が死こ、重傷を負ラな能 
性または义がの巧能性び想定されるの 
客を示しでいます。 

この表示を巧視しで、誤った取0おし、 
をすると、人び傷害を負ラ巧能なやお) 
的損害の発ち力*想定されるの客を示し 
でいます。 


V G 巧巧はなよこで f ごちであを'一-亡をちげるちのです. 

1- 疫の帘や巧巧に貝が的な禁比巧容 （ を把の扇きは方ソ 
の:，リンまな;）ぴ活かれていまず。 

.リお'' . 

liio おさは巧巧スちホする内おを: L .- ィるを巧です. 

• を觀腺再株がみおを離与ををの贈な- 
が描かれでいまず。 


A お 




ガソリン厳禁 


方ソリンなど揮発性の富い油は、絶巧に使用しないでください。 
义災の原因になります。 


獲 ) 


么 



スプレー宙厳禁 



スプレー生や力じッ ト こんろ巧ボン 
ベなどを温風のあたるところに放置 
しないでください。 

熱でスプレー生の圧力び上びり爆発し、 
危険です。 


I 特に、ポンぺがたツトき 巧をるな ツト3ン C 
がですぶで、 ミ垣ぶ 巧おた るところに:ま g な 
ださし、 ."'■：'： 


温風吹出□をふさびない 

•巧類、紙などで温風の出□や空気 
巧入□をふさがないでください。 

巧類、紙などでふさぐと、異常臟 
焼や火がの原因じな0ます。 

♦ストーブ方ードなどの囲いに干し 
物を掛けたり、巧類-紙などで温 
風の出□や空気巧入□をふさし、だ 
揚含や、カーテンなどで背面の温 
風空気取入□びふさか‘れると、本 
体び過熱しで、操が部などか‘変お 
したりやけどやな障-破損ずるな 
ど大変危陵です。 



換気必要 


© 




0 



0 

0 


換気せすじ使用しつブけないでくだ 

さい。 く 1 IF ? 

酸素が不足すると、不完を燃焼し、----4/^ 
—酸化炭素などび発生しでか毒にな がぶ叫 ^^ 
るぉそれがぁりまず。 气= 

使用かは必す1時間に1〜2回 （1 
〜2分）換気しで、新鮮な空気を補給しでください。 
換気が十分におこなえない揚巧(窓び凍結しでいる部屋、 
地下室など)では、使巧しないでください。 


可燃性ガス使用厳禁 

フアンヒーターを使用しでいる部屋 
で、巧燃性方スび凳生するちの（ぺ 
ンジン、シンナー、ガソリン）、ス 
ブレーなどを使巧しないでください。 
义おや故障の原因になります。 


0 


ぶ團 
巧な性方ス 






注意 ( GAUTION ) 


カーテン、可燃物近接禁止 

カーテンや燃えやすいちののそば、 
ほこりの多い攝所などでは使用しな 
いでください。 

乂災び発ちするおそれびあります。 


指や異物を入れない 

温風吹出□やつァンヒーターの巧部 
には、紙■巧-プラスチ、ンクなどの 
異物を A れないでください。 

発煙' 発火のおそれが'あります。 

逼風空気取入口の中に、指や棒など 
を差しこまないでください。 

けがをするおそれびあります。 


油漏れ確認 

給;'由□は蹈実にしめ、給油□を下に 
しで、巧漏れび註レことを確かめで 
くださし、。 

給';由□び確実にしまつでいないと簡 
單に開いで、义ぶのおそれ力*あります。 


0 


避 


0 



〇 


れをな B ! 


電源ブラグは確実に差しこむ 

蛋源プラグはコンたント[こ根元まで確実に差し 
こんでください。 

また、傷んだブラブやゆるんだコンじントは度 
巧しないでください。乂がの原因になります。 
妃れた手での拖さ差しはしないでください。 
感電の原因になります。 

異常時使用禁止 

におい、ずすの発ま、炎の色など異 f く^ 

常を感じたと言は使巧しないでくだ 

さい。 

異常燃焼のおそれびあります。 を^ ' h , r ’ A ’/.. 


I 緊急時は電源プラグを巧いで消火しでください。 


〇 




電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を加えた0、 
物をのせたりしないでください。 

また、電源プラヴを抜くと音は、コ 
ードを持って引ぎ扳かないでくださし、。 
乂がや感電の原因になります。 








給油時消乂 

お巧は、必す消乂しでからおこない， 
こぼれたな油は、よくふきとつでく 
ださい。 

义災のおそれびあります。 


シリコーン配台製品を使用しない 


フアンヒーターをご使巧のお部屋では、 
巧毛用コート液-化粧品-つやおし 
剤などシ U コーン配合の商品を使南 
しないでください。 

燃焼部にシリコーン酸化物が巧着し、 
点火 S スや途中消乂などの原因とな 
ります。 



0 



A 随 

シ IJ こ!ーン扣さ投品 

お ji 猫 a 


シリコーン配きの商品じは、 

♦ヘアプア製お 

(ヘア"-.トリートメント、ムース、梭毛南3 - 卜祗 
•家具や巧のつや出し剤 
♦化尊ぞラきん 
•方ラスクリーナ ー 
•制す剤 

• 巧援の累軟剤などびあ;ります。;:;.::;: 



ほこりの除去 

エアーフィルタは、週1◎お上魁す 
掃除しでください。 

ごみ、ほこりなどでフィルタびつま 
ると、異常燃焼のおそれびあります。 


居室内給油禁止 

給;巧は、必ず义の気のないところでおこなって 
ください。 

义がのおそれびあります。 

可燃物との距離を離ず 


〇 


巧 

巧 

前 


燃えやすいちのや障害物 
とは、必ず図に示す距離 
をとつで設置しでください。 
特にカーテンなどびファ 
ンヒーターに ふれないよ 
ラじしでください。 

火災の発をするおそれび 
あります。 


I 1111 \-\ 

100 cm じしヒイ 


15 cm む上 



0 

〇 


M 5 cm は上 


1 5 cm 凶上 


100 cm な上 


I 壁などに近つ’けすぎまずと、本觸巧部が過熱しで安を 
裝置び巧動することがあ0ます。 


2 









么注意に AUTION) 


傾き•振動注意 


か平な場所で使巧しでください。 
振動の激しいところでは，使巧しな 
し、でくださし、。 

異常燃おや誤作動の原因にな0ます。 


正常燃焼の確認 

正常に燃焼しでいることを確か 
めでください。 （1:^1 5ページ） 


0 




〇 


♦巧麻に必夏な巧巧の度巧び巧くなる B 巧(巧高500 m 

贸撫か馈践お纖触が ii 麵巧が*，:;:;.:..:;'.';.';;;;:晶量; 

棚 snooom 〜1500巧での g 趨編脑ま、お》い巧め 
の巧巧唐にご巧巧ください。ページ> 


温風に直接あた6ない 

温風に直接長時間あたらないでくだ 
さい。 

傾温やけどや脱か症がになるおそれ 
びあります。 


0 



議 iiiiiia: 

'麵麵誦賺腳:麵^ 


高温部接触禁止 

燃晓みや消火直後は、温風吹出□付 
おび高温となりまずので、まなどふ 
れないでください。 

やけどのおそれ；があります。 






• d 铺いおず巧のいるご巧鹿では、汾にを巧しでくだ 

さい。 I ； 


口油の保管 

巧ミ由は、火気、雨水、ごみ、高温および直射曰 
化をさけた揚巧に保管しでください。 

ガソリンなどと一緒に保营しないでください。 
誤つで使巧すると異常燃焼や义ぶのおそれか’あ 
ります。 


〇 


保管時にしていただくこと 

長期間使用しないとき又は保管するときは、必 
す巧油を施いてください。 

愼けた0、横倒しの状態では保管しないでくだ 
さし、。 

义がのおそれびあ0ます。 


長期間使用しないときは電源プラグを抜く 


長期間使巧しないときは、電源プラグを抜いで 
ください。 

乂がや予想しない事故の原因じなります。 


電源プラグのお手入れをずる 

ときどきは電源プラヴをおき、ほこり及び金属 
物を瞭ましでください。 

ほこりびたまると湿気などで絶縁不良にな0、 
乂がの原因になります。 


次の場所では使属しない 

火のや予想しない寧巧の原因じなります。 


€ 

〇 


0 


♦が平でない場所、不安定な場所 
♦風のあたる塌巧、部屋の出入□及ぴ屋が 
•7 ントルピースなどフアンヒーターび团ねれる擺巧 
•ほこりや湿気のさい場所 
•不安定な聊をのせた棚などの下 
• 巧燃性ガスの発をする場所交はたまる場所 
•直射曰がの当たる場所、温度の高い場所 
♦温室、飼胃室など人のいない揚巧 
♦標高び1 500 m を超えるような冒地 
♦理■美容室、クリーニンヴ店などスプレーや化等薬品 
を使ラ場所 


〇 


日常のお手入れ時のミ主意 

曰常の点模-手入れは必ずおこなつ 
で < ださい。 

点検-ま入れは消火後フアンヒータ 
—び十分冷えでから、必す電源ブラ 
ヴをコンじントから拖いでおこなつ 
でください。やけどや感電のおそれ 
があります。（煩=22〜24ぺージ） 


〇 




分解修理•改造の禁止 

お障、破損したら、使巧しないでください。 
不完全な修理や改造は危険です。 

お質い巧めの販売店に修理を依頼しでください。 









運搬するとき 


ファンヒーターを運搬する場合は、給ミ由タンク 
をおを、油受け皿巧のな;をを抜いでください。 
運搬の适中でな油びこぼれで周囲をちすおそれ 
があります。 


么注意 (CAUTION) 

0 |廃棄ずるとき 

I つで^々一を庭 室帆 4 V 


つァンヒーターを廃棄処分するときは、必ず給 
巧タンク-固定タンク巧の巧油を給ミあポンプな 
どで抜き取っでください。 （24 ページ参照） 

灯ミちび入ったまま廃棄するとリサイクルの隙に 
思わめ事故(こなるおそれびあります。 


〇 


変質な油禁止 

変質なミ由(持ち越した巧巧)、不純灯ミ由い火■ごみなどび混入した灯油など）を使巧しないでください。 
異清燃焼や故障のおそれびあります。 


0 



効果的に使用ずるために 

:巧せ《巧苗留み皆?^ h ;,.;-— 這,バだ£巧 棋苗夏 み'。一>づ!巧 1 S 巧巧ち a 妨&泌 y 巧忠 みなお S さ舆. 




窓の下や壁面に設置 

♦外気に接する窓の下や壁面(こ置くと、：ち気びつァンヒータ〜で暖められ、 
温風としでが流しますので効果のです。 


温風の循爲を巧ばないで 

参温風吹出□の前面に障害物を置かないでください。 

•障害物ぴあると、部屋の温度にむらびできるばかりでなく、本体の温磨び上昇 
しで危険です。 

参温風吹出□側の空間を広くとれる焉所を還んでください。 


•熟に弱いカーペットや床の上で長時間巧巧すると、を色したり、そ0返ること力*あります。 

熱に強い マッ トなどを敷いでください。 

♦稼動するときは引きすらないでください。床面、昼、 力ーペットに傷をつけた0 、本が烏面の塗装がはび 
れでさびの原因になるおそれびあります。 















各部のちな; 


外観図-構造図 



電源3— ド 


I ~~ I なしい説日月のあるページです。 


お'油タンク 

回 



とつで 


揉作部-表ホ部 























操作部-表示部 


を）イラストは説日月のためを部点の-表示したげ態にしであります。 



温度表尔 

デジタ J 

設定温度室内温度 

1が旧 

レ！!巧部 

1 ♦運捉中（タイマー運乾中） 

1を 測：設定温度表示り 2 で〜 30’C) 

ち側：室の温度表示 （ 0 で〜 35 で） 

ま3 

1 

mm 

L 

'、 

現を時刻表巧 

おを温度室内温度 

1^ _1 

♦厚止中（タイマーじ、ソト中） 

: "時計合せ"消の 
在図は午後 10 時 35 分の例 

1 


時計舍せ表示 

設定温度室の温度 
午前 〇.3口 民れ をせ 

"時計含せ"点巧 

左図は午前 8 時 30 分に t ツトの例 
己砂が上巧垣すると [U に戻 0 ます 

11 


タイ 7— 合せ 
(時刻)表示 

設定;置度室巧温度 

牛前 日 却 

"タイマー含せ"点な 
左図は年前 6 時 30 分にたツトの例 

5 みな上巧置すると圧]じ廣ります 

1 

1 


再通電表示 

設定温度室内温度 

電源プラグをコンじントに差しこんだとき(現を時刻が 
未 t ット)や停電酱の再通電のときの表示 

S 動消义表示 

設定温度室内温度 

GFF 

点滅：消し忘れ消火装置じよる有動消乂 1 日か前〜 
タイマー運拓による 1 時間自動消乂 15 分前〜 

点な：消し忘れ消义装置による自動消乂 
タイマー運掠による 1 時間自動消火 

エラー 表示 

\ 

設定温度室内温度 

巧 

f 3 表示：巧震白動消火装置の作動 

义再度、点火操作をしでください。 

その地の f ま示についでは、 26 ぺージを参照しでください。 

< 






操作部-表示部のなまえとはた5を 


r I 詳しい説日月のあるページです。 


か部醒キー 巫 ] 

か部屋モードの還択-解除をするときに押し 
ます。 

( 操作音選択：ピツ，辭除：ピピツ） 

ル部屋モード還お時ランプか ‘ 点灯しまず。 

♦ 

雜 

■ 

m 

■ 

趣 

1 

■ 

■ 

■ 

尸 ■ ■ 1 


■ 

麵 


5 巧点义キー 鸣 ] i 

■ 

義 

■ 


5 秒点火の t ツト-嚴除をするときに巧しま 

隱 

■ 


す。 

幽 


( 操作音 t ツト：ピツ，おお：ピピツ） 

ft 


己妙点火じツト時ランプが点なします。 

^_ __ _ _____ y 

塞 

■ 



おがを巧 



油のれにより、自動消乂する20〜40分位前と 
自動消乂したと苦に点滅しまず。 

巧切れ[こよる有動消火時は選転ランプび早い 
点滅となります。 


巧気表巧 


運転び1時間燃焼するごとに1分間点滅しで、 
換気時期をお知らせします。 

お 気 表示にたよらす 1 時間に1 〜2 回 
必す換気しでください。 



受定温度室内嚴度 


延るたレク户^ 


誠巧8撰驚 


湿巧/聽刻 

巧膨 



チホィがド日タクホ- 
チヤイ狐が日がク巧巧 


圆 


チャイルド□ックの它ット-解おをするとさ 
に3回巧します。（操作音：ピッ） 

チヤイルド□ツクび t ット状態のときに—« 
び表示されます。 


タイマー獲転キー 


[19. 20 ] 


タイマー運輯のたツトをするときに巧します。 
また、タイ7— 運乾か、タイマー運転を解除 
するときじ押します。（操作音：ピツ） 
タイマー它ツト巧態とタイマー違輯時にラン 
プび点なします。 


を.…* 




窝おの a スずみチ 
再がの含ま巧 




標高び500 m な上の場所で使巧する場さに它ッ 
卜します。 

高地コースにじットされでいるときじ昼！3び 
表示されます。 


f 時巧させキー 心 ; orn 

:寒 顚禱酉 馨圓議 面 

現を時刻とタイマー時刻を合わせるときに 

設定温度を変えるとさに巧しまず。 

押します。 


時：時さわせ（操作音：ピピッ） 

- :温度を下げる（操作音：ピピツ） 

分：分合わせ（操作音：ピッ） 

+:温度を上げる（操作音：ピツ） 
____ ) 

































運送時の傷を防止ずるために操作部-表示部の表面にな護シートを貼つていまずので、取り除いてください。 
コーナー 部分にセ□八ンテープを貼り付け、いっしよにはびずとより簡単に取り除けまず。） 


キー操作は、1回(ピッ)と2◎(ピピッ)の操作音で操巧の容をお知りせします。 


運括ボタン（運提ランプ) 

点乂-消火するときじ巧します。 

操作置点火時：ピ、ン 
消火時：ピビ、ン 


等が緑圃 


衝 


ランプ点 滅：ず熱中 

善'い点滅：なんらかの原因で呂動消火 


延長時間じレクトキー歴1 

運乾を延長するとき、運転残り時間を 
じレクトするとさに押します。 

(操作音：ピッ） 


1回押し 
2回巧し 
3回巧し 


3時間 
2時間 
1時間 



運転 

入/切) 


表示切巧キー 回 

1回がすごとじデジタル表示び fc りりかわ 
ります。（操作音：ピッ） 

」運転時：温度 
r 停止時：時刻~1 


ウルトラサイン緑 

I _運転状態お好状態 

通髓時 _点 灯 

タイマー運転時 点 な 


白動消乂15分前 


白動消乂10分前 遅い馬滅 


呂動消义3分前 早い点減 


白動消义 消 巧 


アラーム音 


ピー•ピー•ピ ー) 


(ピー•ピー•ピ ー) 


(ピ—•ピ-•ピ -) 


(ピー•ピ—•ピ —） 


かレトラサイン 

m 


'圃 


運転状態 

点灯:! 犬 態 

アラーム音 




巧のれで白動消义 
する20〜40お位前 

遅い点滅 

(ピピピッ.•- 

—I 

) 


V _ 

巧切れで自動消火 

早い点減 

(ピビピッ.•- 

) 

_ J 


タイ7—させ 


時計させ 
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国使用前の準備 


包装巧からフアンヒーターを出す 

参包装箱からフアンヒーターを取り出し、緩衝巧を取 
〇陈いでください。 

♦©裝お、巧街巧はつアンヒーターめな巧に^‘ 
でず。また、巧あ觀囉もちれずに保隹しでく 
ださい。 


上緩衝巧(を) 


— ^鐵- 



’上總衝巧(ち) 
タンク巧を 


包装箱 


•巧のことは、工場での燃焼テストによるちので、宾巧ではあ0ません。 

•固定タンクにか星のな巧び巧つでいる。 

• オイルフイルタびめれでいる。 

•温風吹出□から見える燃焼筒（炎を强んでいる筒）び変をしている。 
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点义前の準備と確認 . 


水平な場所に設垣 

水平でを定のよい床の上に設置しで<ださい。 

♦水平(こ設置されでいれば、巧震自動消乂装置は白動的にたットすれます。 

•傾翻した場所や、振動の激しい揚巧で使巧すると、燃焼不良の原国じなります。 
また、巧震自動消乂装置が正しく作動しません。 


油漏れの巧詔 

置台- 給油タンクに、 ミ 由漏れ-巧たまりや油のにじみびないか確認しでください。 

•ミ 由漏れのときは、使巧を中止し、給‘庙タンクを巧り出しでからお貫い求めの 
販売店じご相談ください。 


電源の接続 

覃源プラグをコンじントじ巧の根元まで瞄実に善し込んでください。 

畢源ブラヴ•コードの発热•発义を防ぐために… 

•電源は、必す適正配線されたを巧10 0 V の〕ンじントを使巧しでくださし、。 
•霉源コードは、途中で接続したり延長コードの使用-化の電気器具との 
タコ足配線をしないでください。 

•電源プラグの巧き達しは、必すブラグを持つでおこなつでください。 

参ほこりなどのな這びないか、ときどき点検•掃除をしでください。 



高地補正 


標高び 500 m を超える巧巧では、酸索不足によ〇黄义燃焼(ホ乂)になる場食力 《 ありますので高地 
巧正をしでください。 

• I A を意 I 標高 1 , 500 m を超える畐化では使苗しないでください。一酸化质素中妻の原因にな 
ります。 


標高 5 日〇〜 1 ， 000 m 


く標高び 500 m 上の主な都市> 

長野県一栖本巿、岡谷巿、飯田巿、爾訪巧、ル諸市、巧那市. 

佐夕巿、大町巿、を野巿、塩尻巿、關ク根巿 
山梨県一富±吉旧巿 
岐草県一高山巿 
お木県一曰光巿など 



〈巧巧部断面〉 


S 巧の留を示 



H 巧の首スイッチ k 


お i 词帽 fer 


«巧の S スイツチ 


壽惡瓣 


扳: 


参表示の換キーの上じある昌巧の習スイツチをつまよラじなどの細い俸がのちので1回巧します。表示部に 
「5日ご」@3と表示されると設定ち3です。（[5日£^の表示は、3抄間で消えます。） 


標高 1 , 000 〜 1 ，曰日日 m 


<療高ぴ1 ，000 m な上の主なの巧〉 

長野県…開苗が、川上が、煮 j II 村、原巧、南巧巧 
巧お県一章津町など 



く操作部が面〉 


a 巧の皆表巧 


舍地の宮スイッチ 



チ f イんド03ク 
巧がし} 


畐巧の含スイッチ 


皆の嗎識鶴 


♦表示切換キーの上にある高地切替スイッチをつまよラじなどの細い棒状のもので2回巧します。表示部に 
「の日0」昼! a と表示されると設定完3です。 （ r 祖 G 0 J の表示は、3砂間で消えます。） 


もとに戻ず場合盾地補正の辭除または 500 nU ソ下での使用) 


参高地の琶スイッチを2回、または1◎巧しでください。 

♦表示部に 「0 j と表示され、 ffl 泣表示び消えると、昌地補正の瞄協は完3です。 
( r 日 J の表示は、3妙間で消えます。） 
















燃料は必すな巧 U 旧 1 君な巧)を使巧してください。 

• 盾:険」ガソリンなどの揮党性の島い油は絶巧に使巧しないでください。火災の原因になります。 

♦ I A ま意 I 変質巧巧、不滿订油は絶対に使巧しないでください。 

♦添加剖や朗燃剖などは使巧しないでください。 

♦灯ミ由は必ず乂気.雨水-ごみ-高温および直射曰光をさけた揚巧に保管しでくださし、。 


打油とガソリンの見分けかた 


指先に燃料をつけ、息をふきかけます。 
(乂の気のない巧でおこなつでください。） 





のミ由はめれたままガソリンはすぐ乾く 


阿油の保管のしかた 


参な巧は必す义 気、 雨水、 
ごみ、 高温 および直射 
曰光をさけた 場所に保 
管し で < ださい。 

♦直射曰化が灯巧を変質 
させるため、着色した 
な巧巧のボリタンクを 
お使いください。 


良い保管 


悪い保管 




変質灯油•不純灯油とは’ 


巧シースンよ長期間曰化に容器のぶたび水•ごみやな 
り持ち越しのあたる巧やミ显開けであったり、'庙な外の'巧が 
ロミ由 度の冒い巧に乳白色のポリほんのわずか 

保管した巧油容器で保着しでち忌入した 


0 0た。油が巧0 


蠕！) 




等方姆 


寒1み.曲。巧ン -1 


>極度(こ変質したちのは、黄色味びかったり、すっぱい臭いびし 
ます。 

>のミ由はシーズン中に使いきりましょラ。 


変寶巧油の見分けかた 


コツプじがを入れ、その上になミ由を入れで、 
背後に白い紙をあでます。 


良質な油 


変質なミ由 


イ.る， 

叶.巧- 

1 - 水-- - J 白いお 

1 :- 化-: 白い巧 

7 火と同じ f \ 

みしでも色び y 

無色透明 \J 

ついでいる巧油^ 

参ただし巧色透明でちすっぱい莫いびすれば 

変質なミをでず。 

J 


■変質な油や不純 I な油を使用ずると、機器の故禱の原因になります。 

•気化筒に夕ールびたまり、白煙び出で点火しにくくなつたな、強い莫いがしで、消火しじくくなりまず。 
•異常燃焼や途中消义など故障の原因になります。 


■変覽奸;由や不純丹油を使用したときは… 

•給ミ由-固定タンク巧の巧;'をを旅き、きれいな巧巧で2〜3回統っでから使用しでぐださい。 

(悪い油が残っていると再発しまず。） . 

♦幕いミ由を振きとっても効果のないと童は、お質い求めの渡売店交は、:;おおくのコ □ ナお密祿ご相談窓 □ 
にご連絡ください。 


•変質灯を、不純な巧び原因で修理を依巧されたとまは、な記斯間中でを保証の巧ま列となります。 
参変質口巧のの理でお困0の場含は、巧油をお買いあめの販売店にご相談ください。 



















満タンブザー 


I A 注意 I 給巧は必す消义しでから义の気のないところでおこなっでください。 

♦満タンブザーとは…… 

給ミ由時に満タンになったとき、またはご使用中にお巧タンク巧のなミ由力*かなくなったときに電子音〔ピピピピ、ン 
(約己秒間)〕でお知らせする機能です。 


■使用前の準備 

給巧タンクを取 0 化し、巧タンブザーに《巧を它ットする 


1 •電池ぶたをはずず 


池ふた| |ぉ巧タンク 

2 •ち泡を入れる 


M 0 円玉等の硬貨などを^■部のへこみ部に入れ電逝ふたの▲巧部を満タン 
ブザーのマな)位着まで左に回し、霉巧ふたをはすしでください。 


>巧属のア J レカリボタン電迦 ( LR 44) の十極を上じし、水平じじットしでください。 


S いで < ださい。 

、雜を巧りおしでおいでおきけ. 

肤巧れをよ < ふき巧つでから， がしし V 巧 しで 

3 •否おぶたを取りがける ♦電池ふたの▲巧を滿タンブザーの VED に含ねせではめ込み參印)位置までちへ 

回し、確実に締めてください。 




ちに回す 


4 •電？音の巧班 


♦餘由□を下測にし、満タンブザーの電3音 
(ピピピピッ）び鳴ることを確認しでください。 


な肪 


ピピピピッ！ 


•巧タンごヴーの巧す垣にた占らす、化で泌餐 
巧し、あみれ^せないようをなし f く袁さ您 fl V 
参.モそにところで爸巧レ、を巧 M がみない（みかか护》 
お油□を席いたまま、しばら<まおじをじが 
しでくだきれ 1 をこ . P を：も 

•お油タンクち持た巧ふ-*こき.巧タシコザ…巧に* P トト; 

しで、巧？畳ヴ巧る二とヴちりますヴ> 其帝で!^り 
参おな持、滿タンブサーに口巧が巧から女いホ巧お IR じ 
さい* : •常を f : 


アルカ U ボタン電池に注意 

ア J レカリボタンち巧は萬つで軟み込むと危険です。 
ァルヵリ •小さいおろ様のいるご家庭では、 

359 夕马 アルカ リボタン電池を字の届 
かないところにな管しでくだ . 

Xr)] 參巧一軟み込んだ撮合は、直ち 

に医師にごホ目談ください。 














3 •給巧□をしめる 


ロックの巧巧 



待ろ上げる 


給ミ由□をしめたあと、先端を指で持ち上げ、 
開かないことを確かめでくださし、。 


〇 




• [ A ミち意1 給油□は、確実に「パチン J と音びするま 
で図の位這を強く巧しでください。 

給ミ由□を下にして、ミ由漏れがないことを確かめでから、フアン 
ヒーターに正しく静かに入れでください。固定タンクや給油夕 
ンクに強い衝撃をあたえると、油漏れや故障の原因じなります。 
>給巧□のな部などじ、ごみなどがはさまつでいる場含は取り協 
いでください。 

•こぼれたな巧はよくみき巧つでください。 . 

参給巧タンクが正しくたツトされでいないと、：不覆义や歲夺體がの願‘ 
因になります。 


♦ G 么ま歳給;巧は必す消义しでからおこない、フアンヒーターのおくではあ巧におミ由しな 

參ちえたところでお巧し、給ミを璧びかない（半分が下）攝舍は、給油口を開いたまま、しばらく霊温になじ 
ませでからじツトしでください。 


給油のめやす 


>給ミ由タンク巧の灯巧びみなくなると、満タンブザーの電子音〔ピピピピッ（約己秒間）〕でお知らせします。 
給油タンク巧油 g m . 9 i 火力により変わりまずび、下記の時間運輯できます。 


給巧タンク 


固定タンク 



約3時間(最大义力)〜約21時間(最ル义力） 


>そのまま使巧し、固定タンク内のなミ由がかなくなると 
お巧表示の点滅-ウルトラサイン(ホ)の屋い点滅-アラーム音（ピピピッ） 

でお知らせしますので早めに給;由しでください。 

お巧サき 


運乾ランプ 
お;巧タンク 
タンク室フタ j 
お;巧表示 I _ I 



/ ( f 鎮な巧泣 5) /, .\ 

がみ〜 (((•))) 

\ S 

給油表示 ウルトラサイン(ホ）アラーム 

〈点減 > 〈遅い点滅 > 〈ピビピツ〉 


ウルトラ 

サイン 


たのまま給‘;をしないで使巧し続けると、約20〜40分で油のれとなり、 
自動消乂します。 

運転ランプの早いな滅-おミを表示の点滅-ウルトラサイン(ホ)の阜い点滅- 
アラーム音（ピピピッ）でお知らせします。 

を切れ消义 1 



、‘占.' 

巧苗 


觀 （((•))) 


運おランブ 給 ミ 由表示 ウルトラサイン (ホ） アラーム 

〈旱い点滅 > 〈点;威〉 〈早い点滅 > 〈ピピピッ〉 



参巧5巧がなくなって消义した場含は、おすお油しでから点乂揉巧をおこなっでください。 
給;巧をしないとち适巧でまません。 
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使用方法 






ち巧ボタンを巧ず 



〈ず熱中:点滅〉 

姑かが 


〈運輯か:点な〉 


_ p m r ai だ". ■ か 

をジ I が旧 I C ^/ 


おを/嘗-傷完も 

巧 





•運乾ランプび点滅します。 

•ウルトラサインび点灯します。 

•デジタル表示部に「設定温度」と「室内温度 J び表示されます。 

•予熱か’完3すると自動点义し、運転ランプカ*点灯【こ変わり運质を開始します。 


^义時、巧電きと同時にま义蠢を発しまずが、ち常ではありません。 

参点ぶ操作から放電语火）まで、塞邀により戴お密化し棄ずが、約2分30轉の矛熱時閨ががかり兼ず。 

(お還持ほてな下）は、そ熱瞬間が通をより窥1か舊度長<なりまず。） 

>点ぶ畴や讚炎爲には:、白煙や舞いびでまずが興箱でなあをません。 

(寒いとまの点乂時には、燃焼巧スホのが霖気が白く見そるため、通常よりをめの白煙が逆まずぶ苗 




参着火しましたら、燃焼確認窓から腳焼状態を禮認しでください。 

♦出衛轉に燃燒渋應を W 節しであ巧まず。巧一、燃焼叛焦が不適巧の攝哲は, 
:::繫議|]巧瓣城麵類辕隐茲巧懿殘趙さ歸謂;嵩 iSf 苦を;,補' ' 



〇正ちが巧 

青いおの中にかし黄色い炎む f 混じ 
つでいる。 

いトナび巧熱することびあります、 
、び異萬ではありません。 I 


Xu フト燃焼 

炎び飛んだり潭いた 0 し、音や莫 
いび出で、立消えすることがある。 


X 黄义燃焼 





黄色い炎び連続しでを周に出でい， 

る。 I 




圓初めてのご使巧-シーズン初めの视锭巧時には . 

^ '参お龜タンクをおツトしでかを、4〜已分拉待号で捕火揉作をしでくだ班い。 

參防鐘灌や蜜精などが焼けるため、彌や與いげでをず。しばらくの蘭、換窥をしながらさ使譜記驗さい。卓ち-.;— 
参送巧経路の空気だまりなどにぶり、1国で着义しないことがありまず。点义操巧を2〜3画《りかえ控を 

/ ド' ir ' ィ、 

参瘡火誇、違巧経路への發気の憑入 C よ0、涯や興化をし、一脖的に炎が大费くなることがあ;攫叢す游 
で、溫娜錢出曰に顔を近づけた0攒を團いたりし召:い巧ください。 

参ず熱時商が通およ0みし長くなることげあります。 . 
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運括ボタンを巧す 


チでんし . KQi シク 
回3し） 




午。 8:3り 


& SG レクト 

斌 


げ肖义し、運疆ランプ及びウルトラサインか’消灯します。 



ウルトラサイン〈消な〉 


V 、 rgroirroT^KS )/ 


•消乂操作後' 約3邮をに燃焼を停止します。 

参消义後、本体の部カィお却するまで送風ファンび◎巧ます。茂風が止まるまで電源プラヴを抜かないでく 

ださし、 

•溝乂操作後は' 乂力で消えでいることを確かめでください。 

♦溝火時、電磁ポンプの制挪音（ヒユーンといラよラな富）がしまず。 

♦裝急時巧に、ファンヒーターに強いお爱をちえた0、 巧 源プラグを巧いでの消义ほしない 
でください。 

参消义直後に再点火すると、着义音びぎみ大さくな0ます。 

•むやみに点义、消义をくりかえずと、莫いの原因にな0ます。 

■消し忘れ消乂装置 

巧一の消し忘れを防止するため、点乂操巧を3時間で自動消火し、アラームと 肌表み 
の点巧でお知らせします。 


点火操作 


お央なみ前 一 消み To 巧な a 成 お义3巧前 ^ 呂》お乂 

Wf " 

をあ 86[-' CFF ) 居巧） I • ! 化 こ I (なな) 


ウルトラ 

サイン 


(厘い窝巧) • 


アラーム（((•り）（ピ-.ヒ--ビ-;! 


(({•»)) ど-.ピ-む 


■ 〈草い.ちな〉 ■ 


(((•がピ-ご-ご-) 


(((•)}) (t-'d-d-) 


■運転を延長ずるとを（延長時間セレクト) 
延長時間た レクトキ ーを 巧ず 


方イ，レド D シク 

;3が-) 

@ 


I が I 

心"^時 巧あか 


- 蔚 … ..巧 

S 巧 レを卜黯み 


参連続で運転したいときは、自動消火する前に延長時間じレクトキーを巧しでください。 

押したとさから、さらに設定した時間だけ運転を継続しまず。 

参延長時間 t レクトキーを1回巧すごとに、運転残り時間び;欠のよラに選べまず。 


3時間 

設を湿度室内涵度 


2時間 

設定通度室内逼度 




設定涅 S 室巧适度 


I - 雨 ― I 啤 I - 訊 ~广-: 

rr.'V'.nr ： ii —aj 曲讲由训脚 i 做 iwwrb 册 HWHOTWiBw ii 


延長時間たレクトキーを押しでいる間、 ■ 
デジタル表示部には延長時間び表示され 
ますび、まを放すと自動のに温度表示に 
のりかわりまず。 


が誓皇]長時間連続しで運転するときは、お部屋の換気に十分気をつけでください。 














室温調節 


温度キーを巧ず 


参温度キーを巧しで希望の温度に含わせでください。\ 

巧すごとに1ですつ変わり、巧し続けると連続しで変わります。 

•デジタル表示部の設定温度を見なげらたットしでください。 （12 で〜30でまでじットできます。） 
♦一度たットすると、電源プラヴを巧いたり、偉軍などびないかぎり、設定温度は記憶されます。 

ミ g 探難織。,知^ !^ 腑を巧こなぃます‘ .■ 

读品甲， 


小部屋モー I 


最大义力をおさえ、じーブ運拓をする巧能です。 

■セツトのしかた 

ル部 S キーを巧す 一 ■ „■〜 

一..— 一一 - ■ -: Sr 部 - 

r 


•点义操作を、ル部屋キーを巧しでください。ル部屋ランプ；か‘点なします。 


小部屋モードの最大义力での道室 


木を6 ■- 3ンク IJ ート8量 


■解除のしかた 
ル 部屋キーを巧ず 

•ル部屋ランプぴ消なします。 


I ル部屋モードとは 


最大义力を40%おさえで運起します。 

最大乂力を下げで使巧したい場合（かさなお部屋、春先•が□など）は、ル部屋モードをお選びください。 

か部屋モードでは、室温び設定温度より約3で上昇すると有動的に消火（它ーブ消火）し、設定温度まで下 
びると自動のに再点乂しで、室温を調節します。 

它ーブ消乂中は、ル部屋ランプとウルトラサイン（緑） のみ 点なしでいます。 


■セーブ消火時のランプのつをかた 


广) a おランプ 
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点义時間を巧縮させる機能でず。 

あらかじめ5秒点义をむットしでおくと、運転ボタンを押しですぐに点乂できます。 



セツトのしかた 



• 5 秒点义ランブカ< 点なします。 

•日秒点义ランプを点なしでおぎますと、点义操作を、約5秒で点乂します。 


■解除のしかた 

5秒点义キーを巧ず 

♦曰秒点乂ランプが消なします。 

參あらかじめ日秒点火ランプを2お30砂私上点なしでおかないと、5申ぶ点义しません。 

参5拙点乂は12時間たつと呂動的に解陆されます。 

♦5 秒点乂ランプび点灯しでいるときは、運転停止中のみ約100 W の消費電方びかかります。. 

•タイマー運乾にすると5砂な乂は白動のに解陈され、 5秒点火キーを巧しでを已砂点乂ランプな巧な. 
しません。 

•想湿時はな义時間び延びることがあります。 


参5巧な义ランプびななしでいるときは、巧お宙比中でち本化上巧や巧風巧巧巧入口が巧くな 
りまず， 


チャイルド□ック 


おさ様のいたずら操作を肪止します。 

お子様などによるいたすら援巧の防止や、誤って運拉ボタンを押しでち点火しないよラじしたいときに使巧します。 


I セツトのしかた 

チ ヤイルド□ツク キーを 3回 巧す チバルド□、ジク巧巧 



•チャイルド□ックキーを3秒が巧に3回巧しでください。運症巧または停止中でちチャイルド□ックできます。 
参表示部に[―と表示されるとじツト完3です。 


■解除のしかた 

チャイルドロックキーを3砂が巧に3回巧す 

参運転中にチャイルド□ックをじットすると、じット中は運転停止（消火）操た拉外は受け巧けません。^ 
♦停止中にチトイルド□ックをじットすると、忆、ジト中はすべでの操作を受け巧けません 。X ' 

X :但し5秒点乂の解陈とチャイルド□ックの解除操作は受け 巧けまず。 

♦ 3 時間自動消乂時巧びタイマー運乾による呂動满义時にデャイルド□ックを辭輸ずる攝を、違嚴ボタン 
を1回押しで 「 OFF 」 表示を辭膝しでからおこなつで<ださい。 
rOFFJ 表示を輯除しないと、チャイルド□ックの度陈はできませ片も 
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現在時刻の含わせかた 


1•時が含せ表巧にする 



觀 


rn れるせ J 


2 •時刻をさわせる 

[巧]午前8時30みに時巧をセット 


還@編 


P 譲つ 舉 


♦表示の換キーを押しで、デジタル表示部を 
時計合せ表示にしでください。 

苗難おリトの巧發、巧巧羡示は牛後12:00 

とな0ます， 


参時刻合せキー（時）•（分）を巧しで、デジ 
タル表示部の時刻を合わせでください。 
•キーを巧しつブけると、表示は連続しで変 
わります。 


聲轉效を音ね搂谎とを斯;を巧、午後をま 
ちびえないよう;ま寒しでください。 

•5 巧抽 a 巧びないとき、デジタルまをは 
:;寶動巧にあとのを巧(こちどりまも 


タイマー運転 


•々イ。■だ巧か S 苗'^ォ 

じットした時刻になると運輯を間姑し、設定 温度 じなる よ ラ乂力調節をしまず。 

室温びおいときは、じットした時刻より 草め （5 〜15分位）に運起を開おします。 

参点义巧1時ほ運巧ずると、自巧的に消义しまず。 

まをにご使巧いただくため、巧乂を1時間で白動ミ肖乂し、アラームとご表示の点巧でお知らせします。 
(タイ7—ランプは点な） 


■タイマー運転のしかた 
1•タイ7—舍せ表示にする 


‘ 立.-- を ; 

一〜 ら:日 C つ 




f タイマ— 8 せ j \- 

参表示切換キーを押しで、デジタル表示部をタイマー含せ表示にしでください。 
•現を時刻の合わせかたと同様にしで希望のタイマー時刻に合わせでください。 

♦タィマー時斑は、1おたッ h * す整ぱをれま谓; I ? ill 

参末たット巧巧含、巧賊も爾ま年お6:〇9な驾りおが言* < 

•5 が巧 SH なの:いとき、デジタルを誠は肖1)的た^^«&むぉどります。 ：-：= 


2 •タイマーち巧キーを巧す 


、"—ィ璋 

> ..な 


8 30 




♦運転中、または運転ボタンを押したを、タイマー運拓キーを押しでください。 
♦タイマーランプび点なし、デジタル表示部は時刻表示に切りかわりまず。 

♦タイマー運転を解陈したいときは、運乾ボタンを巧しでください。タイマーランプか了肖なしまず。 
参含わせた時刻になると、自動的に運輯を開おします。 

















■タイマー運転について 
点义を1時間で自動消义します 


タイマーま巧申 




運起ランプ 

だ肖が 

I ウルトラサイン 

〈消灯〉 


セット時巧 1 | 
になると^ 




宜西海火 

. 運おランプ 
^〈点巧> 


各^ィを）タイマーランプ 

〈点な〉 


ウ J レトラサイン 

〈点な〉 


をタィろタイ 7 —ランプ 
~ " 〈点な〉 


一 

i 時巧^ 

ずぎると I 


感 


白曲满义 

運転ランプ 

だ削了） 

) ウルトラサイン 
〈消な〉 


タイマーランブ 

心一^ <点口） 

rojn デジタル表示 
' -祐讯 

(((•)}) 7 ラーム 

〈ピー•ビーゼー〉 


•自動'消乂の1日分前より roFFj 表示とウルトラサす：/の烏滅巧幻軍奇六ムで 
消火予告されます （ t ^8 ページ). 


続けて運括したいときは . 

1.タイ7—運転キーを巧し、タイ7—運乾を解除しまず。 


咬梦 r W お 

破/贸瑚 

巧彩 


I 巧ちむレクトー 

I dD 

-禪:;'皆示のあ） 


感 


2.延長時間たレクトキーを巧します。（が16ぺージ) 


チでイんド□ソク 

(3 回巧し） 


Q ) を T マ^ 


を S 执南が 



晒. 

を 


閒邮 


為示切あ: 


運起 


使 

用 

方 

巧 


• I A 警告 I 長時間連続しで運おするときは、お部霞の換気に十分気をつけでくださし、 


fiE ^ 参タイマー違起は、特に聞囲に可燃物びないことを盧認しでください。 

•タイマーセット時刻をお顯ずると密は、;表を巧換キーをがしで、デジタル表示部をタイマー時刻 
表示にしでくださぃ。 

參ホむットの場さや免源プラグをコンたントから巧いたとき、停舉を再通奪したときは、タイマー 
運転はしません。 

巧度、現巧時刻さわせ-タイマー時刻舍わせをおこななでください。 
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ウルトラサインの消灯 


ウルトラサインを消なさせたいときに使巧します。 

■消なのしかた 

延長時間たレクトキーとル部屋キーを同時に巧す 



ウルトラサイン <(想)点該> 


参停止中に延長時間它レクトキーとか部屋キーを同時に5妙間巧しでください。 

• 2 回（ピピツ）の操巧音とウルトラサイン（緑）び2◎烏滅しで、ウルトラサインの消巧モードびじット 
されます。 



■解除のしかた 

延長時間它レクトキーとか都屋キーを同時に巧ず 

♦ウルトラサインの消なモードを辭除し、点なモードにするときは、停止かにちラー度延長時間たレクトキ 
一とル部屋キーを同時に5砂間?甲しで < ださい。 

参1回（ピツ）の操作音とウルトラサイン（緑）び1◎点滅しで、ウルトラサインの消なモードび解除され 
点灯モードに切りかわります。 


姻な张トラサインの済巧モーず# fci 度 gil 袭歹ラーム窗でお知らおしまず。 

…ごご.曲 .柳,。’肥: i ，じ:.こ’一—山■，心 15 獲な火巧たツト中，チヤイルド日ツクのたツト 

慶靡敌 r . . 

も聪ときがウルトラサインの消なモ—ドが!嚇 

海れ 




■温風吹出口の掃瞭 


温風吹化□じな着したほこりなどび焼けたり、白く変色ずることね部ります。 

♦本体や温風の出□の'ちれは、本体び;ちえでから、しめらせたや 
わらかい巧でふき取つでください。しつこい'ちれは中性洗剖を 
使巧し、十おからぶきしでください。 

参溫風吹出口はホ^〇-任上げですので強い力を饱えないで \ 

ください。変形したり、ホーひ一びはびれたりすることび 
あります。 


■エアーフィルタの掃除 

♦ [_成注意！エアーフイルタが、ごみやほこりで目ブまりすると燃烧不良の原因になります。 


>エアーフィルタをはすしで、掃除機または、ブラシできれい 
じ掃除しでください。 




>水洗いをしたときは、よくを没させでから巧り巧けでくだ 
さレ。 

>エアー フィルタをはすしたままでを用しないでください。 
(はすしたままでご使巧されまずと、ごみ•ほこりなどび送 
風経路にち入し、異常燃巧の原运にな0ます。） 


1 

m} 





油漏れ-油のたまり-油のにじみの点検 

♦ミ由がちれでいたり、ミ由のたま0、じじみびないか点検しでください。 

参ミ由漏れのあるとぎは、お買い巧めの販売巧に修理を依賴しでください。 


周辺の可燃物の点検 

參 I A 注意ファンヒーターの固のには燃えやすいちのを置かないでください。 


國日常の点な•手入れ 


点巧•手入れは、消义をファンヒーターが十分冷えでから、必す否源プラグをコンた 
ントから巧いでおこなつでください。 

燃焼部のおお、巧気部品のおおや巧版品との巧觀ま絶规こしないでください。 

一^®^ ♦ファシヒ夕一およびその周遇は、 し、 つちき ねむに 掃踪しで捏し V でください。 

垂故婷-破損したをのは使用しないでください。.:.：.:.; 
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■温風空気取入□の掃除 

背面の温風空気取入□に綿ごみなどが付着ずると 
風量が減少し、本体内部の温度び上昇しで過熱防 
止装置び作動することびありまず。 

•掃除機又は、ブラシできれいに婦除しでください。 


月に1回む上 


■対震自動消乂装置の点検 

♦燃焼かに本体をゆすり、巧巧白動消火装疆方'’作動しで消火するか確歸しでください。 
作動するとデジタル表/示部に[£理をを示します。 


♦龍巧妨 H も 巧■がが がこか!*むなけが j 
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シーズンに 1 回於上 


■オイルフィルタ-固定タンクの掃踪 


オイルつィルタや固定タンクに水やごみがた 
まると、給油タンクに灯油げ六つでぃでち’ 


参点义しない- …一臣岛.直互 

参お力《リフトし、臭いびする 

参点火してち違中消火する-£4, 

参給油表示び点滅し、運窗しない 


1.オイルフィルタを取り出す 

•固定タンクからオイルフィルタを取り出してください。 


♦オイルフィルタを取り出すとき、？おやごみを固定タンクに落とさ 
ないよラま意しでください。 



2.きれいなな'油で巧ラ 

参オイルフィルタのかの水やごみを取つでからきれいな灯油で洗つで 
ください。 

♦ごみが取れじくい揚含は、歯ブラシなどを使ラと犀利です。 

•フィルタ部を破損させないよラま意しでください。 

参フィルタ部にかび付着した場含は、 十分に乾燥させでください。 



3.ごみやがを巧く 

•固定タンク內じたまっているごをや水を市販の給巧ポンプなどであ 
いでくださし、。 



4•オイルフィルタを它ットする 

♦オイル フイ ルタをちとどおりに た、 ントしでください。 
♦こぼれたな;'由はよくふき取つでください。 


参化巧いはお巧にしないでください。水で洗うと巧巧び适遏しなくなりまず。 

♦オイルフィルタ及び固定タンクの掃除をおこなつでを、点义しない•炎びリフトし賣いがずる■透中 
で消义する掃怠は、お質いおめの販売店に稳理を依頼しでください。 
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麵巧障 • 異常の見分け方と処置方法 

安全装置が作動しで自動消火し、デジタル表示部に f 表示でおがらせします。 

運転ボタンを巧し（表示は消えます）、処置をしでください。処置後ち f 表示するときは' お買いをめの販冗店しし•相お; 
ください。 

(修理をあ頼されるときは、 f 表示値をお知らせください。） 


表示 


國•图 


原因[ま全禁置] 

• 強い地震やお動、衝撃を受けたとぎ 
■ 本体を傾けたとき 


[巧震白動消乂装置のた動] 

• 途中巧义したと苦 
■異常燃焼をしたとき 
♦不良0油を使用したとさ 
•さ涵経おにがまたは、ごみびたまつでい 
るとぎ 

♦ エアー フィルタの目ブまりによる燃焼巧 
空気不足のとさ 

[不完を燃焼防止装置の作動] 

■点乂吉スをしたとさ 
•臭萬燃焼をしたとぎ 


[点义をを装置の作動] 
[燃焼制御装置の作動] 

停電したとき 

電源ブラヴが巧けたとき 


処置ちま 


♦水平で安定した場所で使用しでください。 
•地震によってた動した場合は、周囲の可 
燃物、本体の損傷、巧巧のあふれなど異 
常がないことを確認したを、点乂操作を 
しでください。 

(作動穫は白動的にたットされます J 

• 日常の点検.ま入れ （[3^ 22.23ぺ-ジ） 
をしでから点义操作をしでくださし、。 

• 良質の巧巧を使巧しでください。 

•送ミ由経路の化巧き、オイルフィルタの掃 
除をしでください。 

• エアーフィルタを掃除しでから点乂操が 
をしでください。 


曰常の点檢.字入れ （ 22’23ぺージ〉 
をしでから点乂操作をしでください。 


通電を、点义操がをしでください r 
電源プラヴを確認しでください。 


(巧動時） （復帰時〉 


[停電まを装置のた動] 


• 温風空気取入□や温風のお□び,ふさびつ • 本体がちえでから、温風空気取入□やミ豆 
たとま 函枚お□の点検•清掃、周囲の確認をし 

-1 ,-1 r7=-T^ : ♦温風のホ□の前面に障害物などがあると たを、点乂操作をしでくださし、 

■ - - - -| • に n | ;き 

(作動時） （復婦時）（作動時）! 

I [過熱防止装置のが動] 


•巧一の消し忘れを巧止ずるため、点义摸！ •点火操作をしでください。 
作後3時間で自動消义します。 ! ( ^1日ページ） 


\0TF\ 

〇•國•國 
I 臣]•國•國 


[消し忘れ消义装置の作動] 
電気系統の巧障です， 


お買いホめの販売店にご相談ください< 








参具含の悪いとさは、巧の表ち参考にしで点検-処置をしでください。 

♦処置ち法により処置しでち良くならないと妾は、お質いずめの販売店にご相談ください。 
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コンじントに確実に差しこむ 
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再点义操たをずる 
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給巧□をしっかりしめる 

夕驾をを读阐しでいる 
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良質の巧;由を使用ずる 

還油経路に水またほ、ごみげたまっでいる 

□ 

□ 

■ 

□ 

■ 

□ 

■ 

□ 

■ 



ち巧経路の水巧き、オイルフィルタの 
掃徐をする 

IS をタンクの裝患 t ^^い 
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固定タンクに正しく装農ずる 

オイルつィルタが取り巧け6れでない 
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固定タンクに正しく装着ずる 

迸趣経路接続部げをるんでいる 
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販売店に偃理を依馬する 

エアーフィルタが目ブミ 

たりしでいる 
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エアーフィルタを掃孫ずる 

遏纖比裝谊が祀戲 
した 
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障害物を取り除く 

—黄聴気取入口びほ 
，ぶりでつまっでいる 
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□ 
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温圆を気取入□を掃除ずる 

室を異常上ち巧江裝宙がが動した 
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窓をあけ、部屋の換気をずる 

消し忘れ消乂裝巧が律 1爲を' 
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再点火操巧をずる 

チャイルド曰ックが巧夕^^れでいる 一-^ 
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チャイルド□ックを閣瞄ずる 


巧のよラな現をは巧障ではありません。 

♦修理を依頼される前にちラー度お括かめくださし、 


現 を 1 

! 説明 、 

点 

义 

時 

消 

义 

時 

初めで使吊するとぎ、煙や臭いわ*でる 

1耐熱蛋科やほこりび焼けるためです。しばらく窓をあけで換気をしでください。 

初めで懂南するときや、シーズン初めの巧 
使巧時じ^回で着义しない 

i 固定タンクにな巧がみたされるまで4〜已巧の待って点义操たをしでください。 

!送な経路の空気だまりなどじより、1回で着义しないことがあります。2〜3 
◎点火操作を < りか无しでください。 

点火時や消义時に白煙や貢いびホる 

な乂時や消火時のをみの白煙や臭いは異常ではありません。 

燃焼開始時や消义搂に「ピチ•ピチ j 富びずる 

器具あ化び熱により膨張、収縮ずるためです。 

燃 

焼 

時 

炎びオレンジ色に輝く 

下記のよラな揚合炎びオレンジ色に潤くことびありますび異常ではありません。 
♦巧岸に巧い巧など空気中に塩分びぞい場ち 
参空気中にほこりや水分がぞい場合 
參超胃 波邮湿器を使用しでいる場台 

使苗中にときどき「ポコ-ポコ」宣かする 

拾油タンクから固定タンクのちに巧;由び流出ずるときの音で異萬ではありません。 

を苗中にときどき「コト■コト」宣方巧■る 

電蹈ポンプの動いでいる冒で異萬ではありません。 

そ 

の 

化 

\ 

温風职出□がちれる 

i 

「曰常の点検•寺入れ」 （ C ^22 ぺージ）じしたびい掃陈をしでください。 
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■部品交換のとをのま意 

不完をな修理、調整は危険ですので、部品の交換、調整び必爱な場をには、お覇い求 
めの販売店または、修理資格者〔(お)曰本5巧燃焼機器保守協含でおこなラ®術管理講習舍修 
了着く石油機器技備管理±)など〕のいる販売担にご相談くだちい。 

部品交換は コロナ純正部品 とごお定ください。 


■特に消耗•努化しやすい部品(高温火炎中で使用される部品) 


>，ちゾ'プ^ク' 

曠検热器(つレーム□ッド） 


■長期間の使用により消耗-劣化しやずい部品 

•バ ーナヘッド 
参バー ナヘ ツ ドリンク'' 


■変質なミ由-不純なミ由の使用により劣化しやすい部品 


>オイルフィルタ 
>気化筒 


►炎検が器（フレーム□ツド） 
>電磁ポンプ 


>ポンプフィルタ 


保管 


おしまいになるときは、電源プラグをコンむントから巧き、巧の要領でおき入れしでから保营しでください。 


給ミ由ポンプ 


1.巧巧を巧ぎ取る 

♦給油タンクと固定タンク巧の口巧を抜き取つでください。 

(極= 24ぺ-ジ） 

かんごみなどを巧したまま保管すると、さびや巧あきの原 
因になります。 

♦巧油を巧かないと、お营時にこぼれたり、にじみ出たりし 
で危おでず。 



固定タンク 


ポリバケツ 


2•掃除をずる 

•オイルフィルタの掃陈をする。24ベージ） 

•エアーフィルタ-温画空気取入□の掃除をしでください。 
(厮23ページ） 

掃除機などでごみやほこりを取〇陈いで<ださい。 

♦温風吹出 □. 本体の掃除をしでください。 （1^22 ページ） 
しめらせた巧でちれを落としでから、からぶきしでください。 



3•保管する 

♦包装箱(こ入れで、湿気のない場所にか平に保管しでください。 
取扱説明書ち大切に保管しでください。 

•逆さにしたり、條けたり、横倒しのが態ではお巧に保管し 
ないでください。 

巧けきれなかった I 灯油びもれで义巧のおそれびあ0ます， 


長期間使用しないとを 



消耗•劣化しやすい部品(交換び必要な部品) 


点巧•その化 
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国ザ*がが •86 遲 


宋妄な雌 


_ 気化な-结制通気お ■ 強測対流お _ 

富任®里点乂 

_ な巧リ IS 1号口油） 一 

_ 0.334 L/h _ 

_ 0.064 L/h 

3.44 kW 
0.66 kW 

34CIB (最大燃焼時〉 

20dB (最か燃燒時） 

_ 7.2 L _ 

_ 21 -5 時間（最大樹お時) _ 

木 造 15nf( 9畳)まで 

_ _ _コンクリート_20がり2昌)まで_ _ 

富さ 426mm 傷 442mm 奧巧 334mm 
(屋台を含む） 

" _11 .2 kg 一 __ 

__ 100V 50/60HZ _ 

な义時！!大650/650 W 

席巧時 21/21 W _ 

_置形ヒューブ 10A _____ 

巧 S 白巧消火装置遏韩防止装置点义安を装屋燃焼制彻装备 
居空安を装ち 不完ま赫お栃止装置消しちれミ 肖义装屋 
アルカリボタン空巧 (LR44) 







■保話期間び過ぎているときは 

♦お巧い求めの販売店にご巧較ぐださい。杨理によって使用できる巧品についではお客様のご要望により育料懷理レ ifc します。： 

■铺修用は能き B 品の保ち期間 

♦5 ミ由ごで;ンヒ-夕一の滿横巧性おが品（货能を描持するために必巧なが品）の保有蘭間はお造巧ち愤りを6年です。.:.:^ ..: 

■修理に泣!されるときは 

♦輸送時やち撇時にお洩タンク，固定タンク巧に巧®が巧ったままですと、煩きや振.おでな•庙がこぼれることびありまずので、 
獻す巧き取クでくだ吉い。./ 


参本書の「故障.異清の見かけちと処置ちま J (26’27ページ）の頂にしたがっで調べでち良くならないときは、 
お買い求めの販売ちまたは、おおくのコ□ナお客様ご相談窓□じご連結ください。 

♦ご連絡いただきたい巧客は次の通りです。 

こ^量の呼び1保証書をごらんください。 

•お買いあげ曰 

■占な障状況（で童るだけ具化のにご連給ください。） 

■ご住所-ご巧咨-お電話番号 
♦修理(こ隙しでは、保 i 正書をご提示ください。 

保誠期間かであれば保訪書の規定にした;びってお料修理させでいただきます。 

♦ご不日月な点や修理に関するごす目験は、お買いずめの販売店かお巧くのコ□ナお客樣ごす目談あ□じお問い合ねせく 
ださい。 


アフターサービス 


•このコ□ナ6ミ由ファンヒーター(こは保証書がついでいます。 

「お買いあば曰■販売店奋」などの記入をお確かめのラえ、販売店からお受けとりになり、大切に保管しでください。 
•保証期間はお買いあげいただいた日から1年間です。 

•次のよラな原因による故障および事がにつきましでは、保証の巧象じなりませんので注意しでください。 

• 変質な巧や不純灯油など、またな;巧な外の燃料使巧じよる巧障や事故。 

• 誤った使用ち法じよる故障や事巧。 
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0776)23 


0276)38-5508 


03505002 す:巧-工場云条巧栗新お 7-7 千 955-8510 TE し (0256)32 — 2111 ( ホ:代表) 

巧崎工場巧崎巧ミの 2-58 テ 945-081 7 TEL (0257)23 — 5175(け表） 

長晒工場長岡巧下条巧*ノ巧1069〒940-1146 TEL (0258)22— 212パげ表） 


I お客様ご相談窓□一 覧表 

修理サービスや製品(こついでのご相談は機種名をご確歸の上、お買いあげの 
販売店または下記のごホ目談窓□じご依類ください。 

ご起居やご膚爸品などでお菌りの場含は、下記のおおくの窓□にご相談くださし、。 

舍称、 P 斤を地、電話番号は、変重する場含びおりますのでご3承くださし、。 


札巧巧白5区平和适16■目昏 
化巧巧06反米ま3ミ 2 r 目ら 
西11巧西括»の21-2 
祖川巧表巧川巧 1*2 了曰 2-5 
おぶ巧西12菜巧1了 §30~1 
訓巧巧？ ES の 4- 17 
化房巧美ち 09-1-30 
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